
令和４年５月７日
令和４年度大道町内会防災体制案について　　　　　　　　　

Ⅰ　大道町内会災害対策本部
１　役　割：（１）各地区の被害状況の集約（２）各地区への救護活動の指示（３）大道小学校地域防災拠点の支援
２　担当者：（１）本部長：佐藤町内会長　（２）統括指揮者：長島副会長（防災部長）
３　立ち上げのタイミング
（１）【地　震】市内１か所でも震度５強以上の地震が発生した時（避難場所として大道小学校地域防災拠点も開設される）
（２）【風水害】土砂災害警戒情報または避難指示が発令された時（避難場所として大道小学校が金沢区職員で開設される）
４　参　集：町内会役員全員は、上記３の立ち上げのタイミングで、すみやかに大道集会所に周辺の状況を確認しながら参集する

Ⅱ　大道町内会防火防災部
１　役　割：
【平常時】（１）防災意識の啓発（防災ニュースの発行、講習会の企画・実施）

（２）いっとき避難場所の防災倉庫の管理と防災用品の整備、取り扱いの習得等
（３）初期消火訓練・消火栓放水訓練の実施　（４）組織活動の活性化（例会の開催）、自主防災活動員の確保

【災害時】（１）自主防災活動員と連携し、地区長・班長・防災担当者のネットワークを使い、住民の安否確認を行う
①住民は安否確認の「無事旗」を玄関に掲示し避難を始める
②班長は班員の安否確認を「無事旗」の掲出によって行うとともに班内の安全確保活動を行う
③防災担当者は班長を補佐し、班員の安否確認を「無事旗」の掲出によって行うとともに班内の安全確保活動を行う
④地区長は班長の報告を受け、地区内の状況をあわせて地区責任者（リーダー）に報告する

（２）いっとき避難場所（①大道集会所　②宝樹院　③山王神社　④第三公園）の運営を行う
２　担当者
（１）統括指揮者：長島副会長（防災部長）
〇いっとき避難場所全般を統括指揮し、本部と各地区との情報連絡の指揮をとり、避難者への伝達と指導を行う

（２）会計・記録：松本会計
（３）地区責任者（リーダー）及び地区長・班長・防災担当者（情報連絡班）
〇統括指揮者のもと当該地区の状況を把握し、本部及び地区内の情報の連絡活動を行う。特に、地震時に「無事旗」の掲出によって班員の安
否確認を行い、班内の安全確保活動を行う。防災担当者は班長が翌年度に防災担当を担う。
（地区責任者）（地区）　　（地区長）　　　　　　　　　（班長）　　　　　　　　　　　　　　（防災担当者）
❶関　・山田：１地区　【古谷地区長・6班】　１班（長島）２班（大竹）４班（芹澤）　　　　　各班に１名を選出する

２地区　【長島地区長･10班】　７班（小原）８班（関本）９班（秋山）　　　　　　　　〃
３地区　【小金地区長･11班】　13班（蒲谷）14班（山﨑）　　　　　　　　　　　　　　〃
４地区　【岡本地区長･17班】　16班（鈴木）18班（大坂）　　　　　　　　　　　　　　〃
５A地区 【落合地区長･19班】　20A班（府川）21班（岩波）　　　　　　　　　　　　 　〃
５B地区 【砂本地区長･22C班】 22A班（中村）22B1班（冨田）22B2班（岡崎）23班（飯田）　〃

❷廣瀬・緑川：６地区　【後藤地区長･25班】　24班（岩﨑）26班（大関）　　　　　　　　　　　各班に１名を選出する
７地区　【柴崎地区長･30班】　27班（古川）28班（福村）29班（津留）　　　　　　　　〃
８地区　【長谷川地区長･34班】31班（松元）32班（西川）　　　　　　　　　　　　　　〃
９地区　【武地区長･38班】　　35班（會澤）36班（角井）　　　　　　　　　　　　　　〃

❸金井・小林：10A地区 【玉居子地区長･39班】40班（須田）41班（阿部）　　　　　　　　　　　各班に１名を選出する
10B地区 【鈴木地区長･44班】　42班（八代）43班（竹林）45班（立見）46班（阿久澤）　〃
11地区　【澤木地区長･47-3班】47-1班(小野)47-2班(阿部)47-4班(桐生)47-5班(川久保)47-6班(尾関)　〃
12地区　【鈴木地区長･49班】　51班（渡辺）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
14地区　【水島地区長･56班】　54班（廣岡）55班（小野寺）　　　　　　　　　　　　　〃
15地区　【奥山地区長･62班】　59班（野口）60班（塙）61班（大塚）62班（安藤）63班（白井）64班（菊池）

❹林･吉野･秋澤:16地区 【安藤地区長･66班】　65班（渋谷）67班（磯谷）68班（大木）69班（中田）　各班に１名を選出する
17地区 【高橋地区長･70班】　72班（田邊）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
18地区 【品田地区長･74班】　73班（梅澤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

Ⅲ　自主防災活動員
１　役　割：
【災害時】（１）被災者の救護救援

①統括指揮者のもとで、負傷者及び高齢者を救護班と協力して避難場所への避難誘導を行う
②大道小学校への避難時の誘導案内も行う。
（２）本部への被害情報の提供

２　担当者
①救　護　班：石井≪保健活動推進員≫村野、坂田、岡崎、田代、仁岸、佐藤、森、佐藤≪家庭防災員≫
②避難誘導班：松井、金井(秀)≪氏子総代≫水内、栗田、新山、遠藤、深澤≪婦人部≫大塚≪厚生部≫水内、山﨑、田中≪シニア部≫

長島(守)、豊村≪会計監査≫
③消火警備班：大道消防団
〇本部長の指揮により町内全般の防災及び消火活動と共に、地域警備活動を行う。〇団長の指示に基づいて消防車を巡回させる。

Ⅳ　大道小学校地域防災拠点運営委員会は別掲　
1


